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　10月21日、恒例とな
りました秋のリクレーショ
ンに協会患者会員さんと
ご一緒して参りました。昨
年は、季節はずれの台風
により急遽中止となり、今
年改めて鳴門の渦潮に出
向きました。今年も北浜に
集合頂き、大型バスに乗り
込んでいざ出発。

　車内では、皆さんの近況をお聞きしたり、ご相談をお受けしたりと2時
間30分の道程も知らぬ間に、明石海峡大橋から淡路島を縦断、大鳴門橋
を渡り鳴門公園に到着していました。
　徳島よりご参加の方とも現地合流し、まずは渦の道観光へ。
　今渡ってきた大鳴門橋の道路下にあたる部分となる遊歩道「渦の道」
は、長さ450ｍ、渦上45ｍの高さ。何度となく設置されたガラス床部分
から見下ろす渦潮に足が竦みます。
　450ｍ先にある展望室では瀬戸内海の雄大な景色に心が洗われまし
た。遊歩道を戻り、今度は観潮船に乗り船上からの渦潮観光。秋は季節外
れでもあって、大きな渦潮ではありませんでしたが、好天に恵まれ潮風が
皆さんに笑顔を運んでくれたようでした。そして瀬戸内海といえば新鮮な
お魚ということで、鳴門グランドホテル様にて「鯛しゃぶ御膳」を皆さんで
頂きました。ワイワイがやがや楽しいお昼となりましたが、遅目の昼食と
なったこともあって、どうも皆さん物足りない様子。ホテルにお願いし「鯛
しゃぶの追加」まで頂き、ちょっと贅沢なお昼ごはんとなりました。その後
しばらく皆さんと談笑し、帰路に着きました。帰路の途中、淡路島ハイウェ
イオアシスにてお土産タイム。場内には蛇口をひねると無料の玉ねぎ
スープが頂けて舌鼓。瀬戸内海の海産物や淡路島の玉ねぎ、淡路牛のハ
ンバーグなどなど、様々にお土産を買い込み、皆さんと楽しい１日を過ご
して参りました。

法人賛助会員様ご紹介　第46回 敬称略

協会は多くの法人賛助会員様の年会費によって会務を行っており、本紙面を通じまして日頃お世話になっております法人様を順次ご紹介して
おります。関係各位にコメントをお願いしておりますので、ぜひ患者さんへの一言をお願い致します。

ピーアンドピーエフ株式会社
平成27年 ご入会

◆ 所在地　〒567-0023　大阪府茨木市西河原2-21-22
◆ 電　話　072-624-8671
◆ 業種・取扱商品　透明固型石鹸および化粧品の製造・販売
◆ 関連商品　敏感肌・乾燥肌用の低刺激シリーズ
◆ 一言　
入浴タイムのセルフケアをコンセプトにしたスキンケアをご提供し
ております。①植物系原料と食品添加物原料98％の全身用弱酸性
洗浄料。やわらかな泡がお肌や髪を包み込み、汚れをおだやかに落
とし、しっとりと洗い上げます。②天然植物由来原料99％のボディ
ーリンス。お湯に溶かしてかけるだけの簡単ケアで潤いベールがお
肌をしっとりと包みます。皆様のQOL向上を目指し、今後も魅力的
な商品開発に取り組んで参ります。

村信株式会社
平成27年 ご入会

◆ 所在地　〒595-0015　大阪府泉大津市二田町3丁目5-35
◆ 電　話　0725-32-6205
◆ 業種・取扱商品　ベビー肌着メーカー
◆ 関連商品 「ラ・モルフェ」ベビー・子供服シリーズ
◆ 一言　
弊社はベビー用肌着と７０年間向き合ってきた経験を活かし生地調
達（ラモルフェ・天然100％コットン等）・縫製（フラットシーマ・縫い目
が肌にあたらない外縫い縫製等）・検品までを、すべて国内で行い、
安全で優しい商品づくりを目指し日々精進致しております。私たち
の経験と技術を皆様の商品開発に役立てられれば、こんなに嬉しい
事はございません。

恒例！ 秋のリクレーションに行ってきました！秋のリクレーションに行ってきました！秋のリクレーションに行ってきました！

　10月27日（土）大阪府立羽曳野支援学校様に、今回で３回目となりま
すご寄贈品をお届けして参りました。
　当日、同校で開催されました「平成30年度学習発表会･作品展」にお招
き頂き、誠に僭越ながら檀上にて入院加療中の生徒さん代表にご寄贈品
目録をお渡しし、「感謝状」を頂戴して参りました。
　同校は、隣接する大阪府立はびきの医療センターに入院加療中の小･
中･高校の生徒さんが通学される学校です。
　長期入院はもちろん、２～３週間の入院でも学業の遅れは否めません。
同校は、病院の医師･看護師･管理栄養士、そして学校教諭が連携をとり、
治療と学業を両立する国内でも数少ない施設と聞き及んでおります。
　ご寄贈品は、羽曳野支援学校本校と南大阪地域の６つの分教室にご在
籍の教諭先生方にリストアップして頂き、参考書や体育授業用の用具、楽
器や理科実験用具、美術用具など、様々な品物をお贈りさせて頂きました。
　同校の学習発表会は、日々、練習を重ねていても退院が優先され、演奏
などでは楽器パートが居なくなるなど、教諭先生方も裏方として大変なご
苦労があることもお聞きし
ました。学習発表会では、入
院中の患者さんとは思えな
い笑顔と元気一杯の発表を
拝見し、「病気にめげない！」
ことの大切さを改めて感じ
ました。同校の校章「四葉の
クローバー」のように、子ど
もさん達に「幸せが訪れる」
ことを祈り、少しでもお役に
立てればと願っております。

大阪府立羽曳野支援学校様へのご寄贈報告大阪府立羽曳野支援学校様へのご寄贈報告


